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研究成果の概要： 

認知症高齢者の介護問題に柔軟に対応することが可能な地域ケアシステムを住民との協働に

より可能にしていく方法の開発を行うことにある。今回の研究の成果としては、デンマーク・

スベンボー市の「協力モデル」のシステム分析ならびにそれを運営している専門職ならびに介

護家族と近隣の協働システムについて分析を行うことができ、これらからの知見をもとに、日

本におけるモデル構築にむけて準備を進めることができた。 
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年度  

  年度  

総 計 3,600,000 510,000 4,110,000 
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１．研究開始当初の背景 

長寿社会の到来に伴い、高齢者の介護問題が

社会問題の主流となってきている。とりわけ

認知症ケアは今後ますます重要な課題とな

ると考えられる。認知症の原因究明、治療方

法の開発については近年目覚ましいものが

あり、その成果がきたいされている。しかし

ながら、現状では、当面の間、認知症は治療

困難な病気であり、早期発見、早期対処によ

りその進行をゆるやかにすることができる



とはいうものの、長期間の介護が必要である

こと、様々な周辺症状を伴うことがあり、介

護する側にとっての負担は絶大なものであ

る。これまで、認知症高齢者問題に関する研

究は、先にも触れたが（１）その原因の究明

と治療方法の開発という医学的見地からの

アプローチ、（２）重度化した認知症高齢者

に対する看護・介護を中心とした介護方法、

（３）在宅での認知症高齢者の介護家族の負

担とレスパイトケアなどが中心であった。し

かし、認知症ケアの早期発見、早期対応の重

要性と、介護期間の長期化を考えるに、地域

における様々なレベルでの認知症ケアへの

参加と連携を、介護家族を巻き込みながら社

会システムとして確立していかなければな

らないのではないかと考えた。 

２．研究の目的 

本研究のねらいは、今後ますます深刻化す

ると考えられている認知症高齢者の介護問

題を介護ニーズに柔軟に対応することが可

能な地域ケアシステムとして確立していく

方法の開発を行うことである。すなわち、認

知症の早期発見、早期対処を可能にするため

のプログラムと、認知症を患った高齢な家族

員を介護しなければならなくなった介護家

族のエンパワーメントを可能にするプログ

ラムないしは専門職の関わり方、一貫して地

域社会の中で認知症高齢者が安心して老い

ていくことが可能な地域継続ケアプログラ

ムの開発と実践をめざすものである 

 

３．研究の方法 

研究方法として、（１）すでに認知症ケア

について地域継続ケアを実践している先進

地域の分析を通し、そうした実践を可能にし

ている要因分析と、日本への援用の可能性を

分析する。そのために、先進地域のヒアリン

グ、ケア現場での実習、スタッフ・トレーニ

ングプログラムの検討を行った。（２）Ｉ県

Ｉ市において、専門職（介護保険担当、地域

包括ケアセンター、保健センター、社会福祉

協議会）の協力を得て、認知症高齢者のスク

リーニング調査を無作為抽出方法で実施、潜

在化している認知症予備軍を精査し、その後

の追跡調査を専門職の訪問面接調査という

方法で行った。（３）認知症対応型グループ

ホームに入所している家族へのヒアリング

調査を実施し、サービス選択のプロセスにつ

いて、その主要因の分析と、専門職の関与に

ついての分析を行った。 

 

４．研究成果 

2006 年度は、認知症ケアに関し、先進的な実

践地域のセレクションを行った。北欧型福祉

国家として高福祉高負担の国、デンマークの

実践が有効な示唆を得るものと判断し、フィ

ールドの開拓を行った。デンマーク社会省の

ヒアリングをもとに、認知症ケアに力を入れ

ている自治体を選びだした。そこで、以下の

ような現地調査を実施した。（１）デンマー

クの認知症ケアことに在宅での生活を継続

さするためのプログラム実践の情報収集と

その分析、（２）認知症ケアに対する地域包

括支援の実践分析、（３）（２）の一環として

デンマークの自治体による認知症ケア“協力

モデル”の実態分析とその評価、（４）さら

に、（２）の一環としてデンマークにおける

ハンデキャプ福祉行政の実態とその評価、

（５）認知症高齢者介護家族への継続的ヒア

リング調査である。（１）については、デン

マーク市郊外にあるデイホームをフィール

ドとして、そこを利用する認知症の高齢者の

状況調査と家族へのヒアリング調査を実施

し、「日中ケア」プログラムの効果と、利用

者と職員の関係のあり方などについて分析

を行った。（２）については、認知症ケアの



先進自治体を精査し、認知症ケアの取り組み

の実態と政策評価分析を行った。また（３）

については、デンマークのスベンボー市（認

知症ケアの先進自治体）へのヒアリング調査

を実施し、そこで取り組まれている医療･保

健・福祉の包括ケア（協力モデル）の実際に

ついて分析を行った。（４）については、オ

ーフス市の障害者支援について市役所への

ヒアリング、当事者へのインタビューを実施

し、障害の認識について理解を深めた。在宅

生活維持継続のための福祉行政についての

ヒアリングを行い、その政策評価を行なった。

さらに（５）については、認知症高齢者介護

家族への半構成的調査を実施し、介護家族関

係の変化、医療･福祉サービス利用の経年変

化とその要因分析を個々の事例を通して行

った。そして、（３）で入手した「協力モデ

ル」を日本に応用する場合の適合性と差異性

について、愛知県のＩ市をフィールドにして

検討を行なった。Ｉ市では市行政との共同で、

市民向けの認知症啓発活動や住民アンケー

ト調査を実施し、デンマークのスベンボー市

における協力モデル導入にあたっての課題

整理とその有効性についての分析を行なっ

た。 2007 年度は、主に、デンマーク・スベ

ンボー市の「協力モデル」の日本において援

用を可能にする条件とその課題について検

討をした。まず、市民の「認知症の理解」の

相異が問題であると考え、Ｉ市において、「認

知症の理解」のためのプログラムを展開し、

市民向けのパンフレットを市民と行政（専門

職）との協働で作成した。また、潜在的認知

症予備軍の発見と認知のための調査活動を

実施し、専門職の問題発見方法とその実践を

プログラム化した。 

この結果、介護保険制度の対象であるにも

関わらず介護認定を受けていないなど、制度

から漏れてしまっている認知症高齢者の存

在を発掘し、サービス利用に繋げることがで

きた。このようなケースは、高齢夫婦での暮

らしが長く続き、お互いの状態把握の客観性

が欠けてしまうということや、息子との同居

の場合、日常生活での接点がほとんどないた

めに、親の状態把握が困難であるなど、形態

的には家族との同居ゆえに対象となりにく

いという特徴がある。また、開業医など地域

医療に携わっている医療関係者の認知症に

関する関心の低さから、初期の段階での発見

を困難にしていることも明らかとなった。デ

ンマークの「協力モデル」は、医療と行政、

福祉サービスとの連携がその特徴であり、そ

のキーパーソンとなっているのが「認知症コ

ーディネーター」であることから、わが国の

場合、医療と行政（保健・福祉）と福祉サー

ビスとの連携システムを構築するためにも、

地域で中核となる認知症ケアの専門職化が

不可欠である。 

 2008 年度は、デンマーク・スベンボー市に

再度訪問し、自治体再編化における「協力モ

デル」の推進に関してのヒアリングを実施し

た。自治体再編により、デンマーク・スベン

ボー市は人口が増加し、その範域も拡大した。

しかしながら、認知症高齢者に関しては独自

の政策目標についての変化はなく、むしろ協

力にその実践を進めていた。その目標は、①

高齢者の生活スタイルの重視、②ケア専門職

の教育の重視、③ショ－トステイ事業の充実、

④認知症デイセンターの整備、⑤グループホ

ームへの入所に関する周到な準備と了解、⑥

権利代行業務の適正化、⑦家族ケアを大切に

しつつ、サポート体制を整備する、⑧認知症

ケアに関する知識の共有化などである。こう

した目標に基づき、住民、自治体、医療者（家

庭医、クリニック、病院）、援助機関（専門

職と組織）が、「診断」「判定」「サービス

提供（利用）」「評価」を一体的に運営して



いる。そのための基礎作業として、７５歳以

上の高齢者に対し、年２回の訪問を行ってい

る。この訪問は法律で定められており、高齢

者自身が拒否しない限り、認知症に関する知

識と対応への技術の研修を受けた職員が高

齢者宅を訪問し、認知症の疑いがある場合に

は、専門職である認知症コーディネーターへ

連絡し、家庭訪問による経過観察が行われる。

もちろん、高齢者がこれを拒否することはで

きるが、ほとんどの高齢者や家族は、早期発

見・早期対応による効果を理解しており、認

知症コーディネーターとともに、早期のうち

に専門医の診断を受けている。こうした早期

発見のしくみを確立していくことが、在宅で

の認知症高齢者とその家族が納得いくライ

フスタイルを形成していくことを可能にさ

せているという事実を確認することができ

た。 

 今後の課題としては、現在も進行中である

が、Ｉ県Ｉ市における地域単位の「みまもり

型」認知症ケアの実践を専門職と地域住民そ

の中間にある認知症みまもりボランティア

との協働による実践と、医療と福祉の連携に

よる専門職による介護家族支援との有機的

連携を実践的に可能にする方法に立脚した

モデルを提示していくことである。 
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